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と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：
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舗
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救急の日』
救急医療週間』

　　　　です

～正しい理解と認識を～

　
人
間
、
生
身
の
体
。
毎
日
い
く
ら

注
意
し
て
い
て
も
万
一
f
事
故
や

急
病
ー
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
万
一
の
事
態
に

そ
な
え
、
救
急
業
務
や
救
急
医
療
の

体
制
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間
は
、

皆
さ
ん
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
し

て
い
た
だ
く
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

舞

　
昼
夜
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
の
出
動

状
況
は
、
管
内
（
十
日
町
市
・
川
西

町
・
津
南
町
・
中
里
村
）
で
一
、
一

九
一
件
、
一
日
平
均
三
回
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
と
っ
さ
の
場
合
、
あ
わ
て
る
の
が

当
り
前
で
す
が
、
日
ご
ろ
の
心
構
え

も
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
患
者
へ
の

適
切
な
処
置
、
救
急
車
の
正
し
い
利

用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
事
故
が
起
き
た
ら
負
傷
の
箇
所
・

程
度
を
。
急
病
で
あ
れ
ば
ど
こ
が
悪

い
か
f
そ
の
場
で
の
応
急
手
当
で

治
る
か
、
ま
た
診
察
を
受
け
る
べ
き

59年の救急出動状況

出動件数オ，欝1件

急　　病485件　40，7％

交通事故220件　18．5％

一般負傷200件　16．7％

転院搬送184件　15．4％

その他102件　8．7％

59年の症状別状況

か
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

●
診
察
を
受
け
る
場
合
、
タ
ク
シ
ー

や
自
家
用
車
で
行
け
る
か
。
ま
た
救

急
車
を
必
要
と
す
る
か
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。

●
急
病
の
場
合
、
ま
ず
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
患
者
に
必
要
な
応

急
手
当
を
し
、
少
し

で
も
楽
に
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　2⑤
　
市
民
と
語
る
日

商
業
の
活
性
化
を

　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
座
談
会

囹
午
後
三
時
～
五
時

囹
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
三
階
　
集
団
指
導
室

町
灘
　
個
人
消
費
の
多
様
化
．
個
性
化
や

相
　
大
型
小
売
店
進
出
な
ど
捲
背
景
に
し

／
饗
当
市
の
商
業
環
境
は
楽
観
的
と
は

集編

一
㎜
い
え
な
い
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
北
越
北
線
開
通
に
む
け
て

・
㎜
の
駅
周
辺
開
発
、
駐
車
場
整
備
、
共

㎜
”
通
商
品
券
、
さ
っ
て
も
商
業
祭
な
ど

新
し
い
対
応
も
一
方
で
は
生
じ
て
来

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
①
商

業
の
現
状
に
お
け
る
問
題
点
　
②
今

轍
後
の
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た

め
の
方
策
　
③
商
業
活
性
化
の
た
め
灘

の
提
案
　
　
　
な
ど
に
つ
い
て
座
談
撒

会
を
行
い
ま
す
。

　
座
談
会
の
出
席
者
に
つ
い
て
は
、

決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
商
業
㎜

の
活
性
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
、

鮎
鷺
碁
縢
航
郵
轟

で
、
お
気
軽
に
、
参
加
し
て
く
だ
さ
囎

あ
　
　

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘

　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　…締趨繰撚　　　　　　　　　　一　　　繍蹴灘

鰹癒　　轄　淑
3鰍　　　48蹴
編％1，166人4藁・8％

薮
　2・3鮨　　璽癒

　　　　　283義
　　　　　24．3％

死亡：初診時において、死亡が確認されたもの

重症：傷病の程度が、3週間の入院加療を要するもの

中症：傷病の程度が、重症または軽症以外のもの

軽症：傷病の程度が、入院加療を要しないもの

救休
灘舞
療び劉蜜

響
灘
曜

　
救
急
医
療
体
制
は
、
一
次
医
療
の

休
日
在
宅
当
番
医
制
と
二
次
医
療
の

病
院
群
輪
番
制
が
あ
り
ま
す
。

　
唖
休
日
在
宅
当
番
医
制

　
十
日
町
市
と
中
魚

沼
郡
の
三
町
村
で
は
、

郡
市
医
師
会
の
協
力

を
得
て
、
日
曜
日
・

祝
日
等
の
休
日
に
病

院
・
医
院
が
、
当
番

制
で
休
日
救
急
診
療

を
行
っ
て
お
り
、
比

較
的
軽
い
患
者
の
診

療
を
行
い
ま
す
。

　
●
病
院
群
輪
番
制

　
十
日
町
病
院
・
津
南
病
院
・
上
村

病
院
・
中
条
病
院
の
四
病
院
が
、
日

曜
日
ご
と
に
輪
番
で
担
当
し
、
急
い

で
手
術
が
必
要
な
患
者
を
は
じ
め
、

一
次
医
療
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
重

症
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

休日救急医療体制図

ノ「

（欝讐）

　　重症患者

（齢鱗）

者患

重
　
症
　
患
　
者

日曜営業毒ソ秘ンスタン総

　　は8月驚翻麹欝燦
　今ま謙謬秘網鱒鍵耀きま鑑瀧籔曜営業

潔ソ》ン装ダ灘欝《輪番翻）嬢．遍産欝

鋤通達篠灘鎚漏懇懸類耀終欝慧諜奮。

　響月漆鰯諜、新馨薙叢繭給漁駈縫叢蕎

覇番制が嫁纏蒙鞭蒙奮．

　奪お、響潟蘇）婁番繕馨類擁懸ぽ最寄嬢

の給漉所搬お闘協脊潟懸護だ巻糖。

鱒
「
県
民
手
帳
・

螂
　
　
予
約
募
集

　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
町
村
勢
要
覧
、
最
新
の
統
計
情

報
を
掲
載
し
た
「
8
6
年
版
県
民
手
帳
」

　
　
　
　
　
　
つ

の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

國
発
行
時
期
　
十
一
月
下
旬

圃
領
布
価
格
　
三
三
〇
円

囹
申
し
込
み
期
限
　
九
月
二
十
五
日

幽
申
し
込
み
先
　
国
勢
調
査
実
施
本

　
部
（
市
・
総
務
課
　
盈
五
七
－
三

一
一
一
㊥
二
三
三
）
へ
。

各種相談
交通事故相談　9月2日（月）

定例行政相談　9月19日（木）

巡回内職相談　9月20日（金）

鷺間午更’0時～午稼3時i

冨場市役所市民相談室一」

一



、
綴灘醤

　
鐵

鐸
悔

鰐

ζ式典での記念品交換。

市からはコモ湖に浮かぶ船、

町市からは植物染料で染
添会客頁力く。

　
昭
和
五
十
年
二
月
、
イ
タ
リ
ア
・
コ

モ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
満
十
年
。

十
周
年
を
記
念
し
、
ま
す
ま
す
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
八
月
七
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
日
程
で
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ビ

ア
ン
キ
市
評
議
員
（
市
長
代
理
）
を
団

長
と
す
る
コ
モ
市
親
善
使
節
団
一
行
十

一
名
（
男
六
名
、
女
五
名
）
が
来
市
し

ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
諸
里
市
長
か
ら
「
十

年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
今
後
よ
り

一
層
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
親
善

委
員
会
の
よ
う
な
も
の
を
組
織
し
て
は
」

と
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
短
い
日
程
に
も
か
か
わ
ら

ず
十
日
町
市
の
す
み
ず
み
を
、
そ
し
て

多
く
の
市
民
と
の
温
い
交
流
を
展
開
、

十
一
日
朝
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　饗
i灘

羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻
　　　　　　　　　　覇
　　　　　　戴

▲智泉寺で座禅とお茶の体験。

＊市長、議長表敬訪問（市役所）

＊武道館、総合体育館、博物館視察

＊智泉寺訪問（座禅、お茶の体験）

＊姉妹都市提携10周年記念式典出席（クロス10）

＊記念パーティ出席（クロス10）

〉
両
市
の
交
流
に
長
年
尽
さ
れ
た
、

ラ
イ
モ
ン
ド
・
カ
メ
リ
ー
二
神
父
に

感
謝
状
を
贈
呈
。
　
（
ド
ミ
ニ
コ
・
ガ

ン
ド
ロ
フ
ィ
神
父
、
コ
ラ
ー
ド
・
モ

ル
テ
ー
二
さ
ん
、
神
吉
登
代
子
さ
ん

に
も
感
謝
状
を
贈
呈
）

▲記念パーティでイタリア民謡を披露。

▼提携のキッカケでもある絹織物、

　　　　　　　　織物工場を視察。

酵　　　　　．騨＊記念植樹（あじさい公園）

＊織物工場視察

＊神宮寺訪問

＊ワインの集い参加（クロス10）

＊経済団体主催夕食会（農協福祉会館）

灘

　　　　　　　　　　　｝　　　

　＊南中学校訪問

　＊コモ通りテープカット参加（高田町1丁目）

　＊フレンドシップ’85参加（市民会館）

　＊奉仕団体・青年会議所主催夕食会（丸栄会館）

▼日乍年、第2回青少年使節団

　が持ち帰ったあじさいの苗

　木をあじさい公園に植樹。

▲コモ市にはすでに「十日町通り」が誕生。

　10周年を記念し高田町1丁目にも「コモ

　通り」が誕生。

　コモ市らしい雰囲気の商店街づくりのス

　タート。

　　　　　　　　　　　　縣構．　　　　　　　．』

▲全員がプレゼントのゆかたを着てフレ

　ンドシップ’85に参加、国歌を合唱。

　　　　難
　　灘
灘

囎
繍
譲
饗

2



（

．
0

十
月
一
日
は

国
勢
調
査
で
す

調
査
員
は
二
七
三
人

　
国
勢
調
査
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
た
だ
く
、
二
七
三
人
の
調
査
員
の

方
々
が
、
八
月
二
十
日
付
け
で
総
務

庁
長
官
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
は
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
と
し
て
、
法

律
（
統
計
法
）
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
を
は
じ
め
、
調

査
関
係
者
は
調
査
上
知
り

得
た
秘
密
を
守
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
”
一
人
も
も

れ
な
く
”
を
合
言
葉
に
、

九
月
下
旬
か
ら
受
け
持
ち

調
査
区
の
全
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
各
町
内
の
調
査
員
の
方
々

は
、
九
月
上
旬
に
町
内
回
覧
文
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国勢望
1
．

熱鵡．・漣響

　　魍難鱒

鯉描鰻

廻襲載
　
正
解
は

国
勢
調
査
で
は

す
で
に
三
ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
か
、

十
月
一
日
の
前
後
を
通
じ
て
三
ヵ
月

以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
所
」
と
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
公
職
選
挙
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
選
挙
権
の
資
格
要
件
の
一
つ

「
三
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
者
は

…
…
…
」
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

「
ふ
だ
ん
…
」
と
は

　
　
　
ど
の
く
ら
い

　
「
ふ
だ
ん
か
ら
…
…
」

と
い
う
よ
う
に
、
日
ご
ろ

「
ふ
だ
ん
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
使
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
「
ふ
だ
ん

住
ん
で
い
る
所
」
で
調
査

し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
い

う
の
か
ご
存
知
で
す
か
。

「
三
ヵ
月
」
で
す
。

　
　
「
十
月
一
日
現
在
、

節インド政府

ンカー

　　難塾羅蓼り国ス10
能・歌舞伎のルーツ・

20名がくり広げる　9月5日㊦

慰るイン麟の世界開演鴨欄
入場料　前売大人1，200円高校生1，000円小・中学生500円

　　　　当日大人1，500円高校生1，200円小・中学生700円

　主催　インド舞踊公演実行委員会・インド政府観光局

　　　　市社会福祉協議会

　後援　インド大使館・県教育委員会・市教育委員会

　　　　青年会議所・北ロータリー・ライオンス

　　　　NHK・BSN・NST・TNN・NT2／
　　　　新潟日報・朝日新聞・毎日新聞・読売新聞

　　　　サンケイ新聞・十日町新聞・十日町タイムス

　　　　渾報とおかまち・ニュースうおぬま（順不同）

　協力　大池南民施設

※収益金はすべて身体障害者福祉センター基金

　　になります。　　　　　　　　　　　　　　　、

～牽爵町絹織物業…家掬労働者の最低巫賃が改正

品　　目
規　　　　　　　　　格

金額
幅

仕上げ
長さ

経糸の種類・

本数
緯糸の種類・密度
（3．87cm間の本数）

紬経緯緋

（横一返しのものに

限る） 37．5

cm

12．5m

絹糸（21中8双）

1，200本

紬糸40本および絹

糸（21中8双）40本

4，100円

紋羽尺コート

（三幅織機によるも

ので、かっ、絵緯組

織のものに限る）

9m
絹糸（21中3駒）

4，000本
170本 1，025円

9潟2日から

び欝
　　o　な叡葵

戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

　
法
律
改
正
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
現
在
、
同
一
の
戦
没
者
に

関
し
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
い
な
い
戦

没
者
の
遺
族
に
、
特
別
弔
慰
金
と
し

て
額
面
三
〇
万
円
、
十
年
償
還
の
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
盈
五
七
－
三
一
一
一
㊥
＝
二

三
）
へ
．

特
別
重
要
水
源

山
地
整
備
治
山
事
業

　
帝
で
は
、
地
下
氷
か
ら
飲
料
水
、

溝
雲
用
水
を
。
溜
凋
か
ら
流
雪
朋
水
、

農
業
用
水
を
ま
か
な
っ
て
い
る

と
達
ろ
で
す
。

　
現
窪
は
、
す
で
に
水
不
足
を

き
だ
し
、
将
来
、
水
需
給
の
増

大
が
予
測
さ
れ
る
た
め
に
特
別

重
要
水
源
由
地
整
備
治
鐵
事
業

を
命
年
度
か
ら
七
ヵ
年
を
か
け

癒
整
備
し
て
鱒
く
講
爾
驚
す
。

　
羅
義
は
、
水
の
需
給
上
特
雄

重
要
な
水
源
地
帯
縫
森
林
整
備

事
業
・
治
山
施
設
事
業
を
積
極

的
雄
行
獅
、
森
林
の
癒
つ
水
源

か
ん
養
機
能
の
効
果
巻
一
騒
高

め
．
水
の
安
建
供
給
・
崩
壊
地
、

麓
廃
渓
流
の
防
鑑
蓬
圏
的
澄
す

馨
も
の
矯
奮
。

　
誹
面
驚
は
、
第
｝
期
工
事
が
九
億

義
、
六
〇
〇
万
醐
、
第
藍
期
工
事
㎝
、
が
約

誰
億
、
総
事
業
費
は
約
二
十
億
驚
す
。

　
本
年
度
は
、
船
坂
・
長
里
・
落
之

水
・
赤
倉
・
枯
木
叉
の
五
ガ
所
癒
、

　
　
Φ
㊤

　
市
報
八
月
十
日
号
・
八
面
、

「
5
万
市
民
の
家
計
簿
」
の
市

債
残
高
の
状
況
グ
ラ
フ
の
教
字

は
、
補
正
前
の
も
の
で
す
。

　
下
記
の
グ
ラ
フ
の
数
字
に
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天
然
林
改
良
事
業
、
植
栽
工
等
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

　
七
臼
の
起
工
式
に
は
、
諸
里
市
長

は
じ
め
関
係
者
が
畠
席
。
八
箇
南
沢

で
工
事
安
全
祈
願
祭
、
ク
ロ
ス
テ
ン

で
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

2つの起工式
　　

晶鐸＼市債残高の状況

国
鉄
信
濃
川

発
電
所
再
開
発

　
国
鉄
が
小
干
谷
布
に
建
設
を

進
め
て
糖
る
国
鉄
信
濃
郷
発
電

所
再
開
発
の
起
工
式
が
二
十
日
．

畜
田
（
浅
海
原
）
矯
行
わ
れ
ま

し
だ
。

　
諸
塁
叢
長
、
元
露
疑
党
劇
総

裁
颪
村
英
一
民
、
田
中
苑
総
理

の
代
理
本
闘
幸
｝
秘
書
捲
関
係

者
が
畿
席
し
ま
し
だ
。

土木債
44億

7329万円

43．5％

晶篶万円　榔醐、
　　　　憲　慧5憶
　　　　諏　◎174

憲i難灘方勺　総額

　　　　　　　102億

　　教育債　8158万円

　　36億

　　　　3196万円

　　　　35．3％

昭和60年8月25日とおガ夢3お翅らぜ瓶3



止

ぐ咽9月・がん征圧月間陶〉

「おかしいな」と思ったら検診を

　
が
ん
が
死
亡
原

因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
五
年
が
た

ち
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
だ
け

見
れ
ば
、
が
ん
ほ

ど
恐
ろ
し
い
病
気

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
適
切

な
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に

努
め
れ
ば
、
が
ん

を
征
圧
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
が
ん
が
死
因
の
第
一
位

　
十
日
町
市
で
も
が
ん
が
死
因
の
一

位
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
胃
が
ん
が
、
が
ん
死
亡
の

約
四
〇
％
と
多
く
、
つ
い
で
肺
が
ん

が
一
五
％
、
し
か
も
早
く
発
見
す
れ

ば
完
治
す
る
子
宮
が
ん
死
亡
が
三
・

三
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
早
期
が
ん
は
ほ
と
ん
ど
治
る

　
が
ん
は
、
一
種
の
成
人
病
で
、
子

宮
が
ん
は
三
十
歳
代
、
胃
が
ん
は
四

十
歳
代
、
肺
が
ん
は
五
十
歳
代
か
ら

増
え
ま
す
。

　
早
期
が
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
健
康
と

思
っ
て
も
が
ん
年
齢
に
な
っ
た
ら
、

年
一
回
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
が
ん
は
だ
れ
に
で
も
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
大
部
分
が
生
活
環

境
に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

偏
食
を
し
な
い
、
喫
煙
を
少
な
く

す
る
、
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善

を
心
が
け
、
が
ん
を
寄
せ
つ
け
な
い

強
い
体
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
が
ん
予
防
憺
か
条

1
偏
食
し
な
い

2
同
じ
食
品
を
繰
り
返
し
食
べ
な
い

3
食
べ
過
ぎ
な
い

4
深
酒
を
し
な
い

5
喫
煙
を
少
な
く
す
る

6
ビ
タ
ミ
ン
、
繊
維
質
を
と
る

7
塩
辛
い
も
の
、
熱
い
も
の
に
注
意

8
ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い

9
か
び
が
生
え
た
も
の
は
食
べ
な
い

10

過
度
に
日
光
に
当
た
ら
な
い

11

過
労
を
さ
け
る

12

体
を
清
潔
に
保
つ

　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

繋
　
鱗

　　　　　　　　　　　がん●軸』噂o

　、●　　　、．　　　　●一隔隔隔．
　　　　　　、●　　　　　　　　、＼、
　　　　　　　　脳卒中＼、
　　　　　　　　　　　　＼、
　　　　　　　　、一亀　　　　　　　￥●
　　　　　　　9　一　　　　　　、　　　　　　　の　じ　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　コ　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
．．．99・・・・…9’ρ’　　　　　＼、

　　　　　　　　　　　　ヤヤ十日町市における　　心疾恵・・、

　　主要死因あ推移

56　　　　　　　　57　　　　　　　　58　　　　　　　　59

駈％り

200

150

100

50

纏
下
水
道
は
河
川
●
湖
沼
●

．
麟
餐
艦
籍
馨

・
、
霧
睡
割
欝
製
齢

欝
蠣
鱒
必
、
も
か
か
わ
ら
ず
、
浸
の
普
汲

欝
翫
謡
が
著
し
く
遅
れ
て
－
ま
す

謬
遣
用
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
目

瞬．

水
的
で
、
第
二
＋
五
回
全
国
下

流
ソ
下

禦琴饗
シ

死
亡
指
数

　
　
年

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
の

　
　
　
　
事
業
を
実
施

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

●
紬
蟻
　
蛋
の
一
日
下
水
処
理

難
ン
タ
ー
職
員
　
小
学
生
代

装
に
よ
り
下
水
道
の
役
割
を

勉
強
す
る
。

●
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク

ー
ル
　
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を

募
集
。

．
●
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
一
般

開
放
　
施
設
案
内
・
相
談
コ

水
道
促
進
デ
ー
が
　
九
月
十

日
を
中
心
に
全
国
各
地
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
こ
れ
に
あ

わ
せ
九
月
を
下
水
道
促
進
月

間
と
し
て
、
つ
ぎ
の
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
各
事
業
へ
の
ご
参
加
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
清
潔
な
環
境
は
、
私
た
ち

市
民
の
誇
り
で
す
。
文
化
都

市
づ
く
り
の
た
め
に
も
下
水

道
を
利
用
し
た
快
適
な
生
活

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ー
ナ
ー
設
置
。

●
未
接
続
家
屋
戸
別
調
査

戸
別
訪
問
し
、
P
R
お
よ
び

実
態
調
査
。

●
下
水
道
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

指
定
工
事
店
に
よ
る
自
社
工

事
家
庭
の
巡
回
訪
問
。

●
下
水
道
普
及
促
進
広
報
活

動

「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
編
捌
剃
騰
翻
罰
烈

o口O。
下
水
道
促
進
シ
リ
ー
ズ
⑩

O目
　
水
洗
化
普
及
率
八
O

O。
　
パ
ー
セ
ン
ト
を
め
ざ
し
て

OO。
◎
現
在
、
五
六
％
の
普
及
率

。
　
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
て

。
三
年
目
に
入
っ
た
区
域
は
法
律
上
の

。
「
三
年
以
内
に
水
洗
便
所
（
汚
水
管

。
が
公
共
下
水
道
に
連
結
さ
れ
た
も
の

配
限
る
）
に
改
造
し
な
け
れ
ば
乞

口口
な
い
」
と
い
う
水
洗
化
義
務
期
間
の

目
最
終
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
春
以
来
、

。
四
五
〇
件
（
八
月
十
五
日
現
在
）
の

口
排
水
設
備
工
事
確
認
申
請
が
な
さ
れ

。
普
及
率
は
五
六
％
に
達

。
　
　
　
　
　
　
計

。
し
ま
し
た
．
　
　
　
集

。
◎
未
接
続
家
屋
の
戸
別
体

罫
問
を
実
施
　
甦

。
今
年
四
月
下
水
道
第
査

。
一
期
区
域
の
未
接
続
家
調

。
　
　
　
　
　
　
定

。
屋
約
一
、
五
〇
〇
戸
を
対
予

目
象
に
排
水
設
備
工
事
予
事

。
定
調
査
を
実
施
し
、
別
エ

、
葬
よ
－
壷
が
出
講
率

颪
ま
し
た
・
　
　
水
収

．
。
　
　
　
　
　
、
排
回

。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
　
①

配布数 回収数 回収率

1，557 1，214 78　％

い
と
回
答
さ
れ
た
方
と
調
喜
示
を
回
。

収
で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
約
七
七
〇
。

戸
を
市
下
水
道
課
職
員
に
よ
る
戸
別
。

訪
問
を
八
月
中
に
実
施
、
下
水
道
の
。

接
続
を
お
願
い
し
、
水
洗
化
義
務
期
。

間
に
で
き
な
い
場
合
は
・
理
由
を
馳

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
目

き
と
り
未
接
続
の
実
態
を
把
握
ま

　
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
普
及
活
動
ロ

　
に
役
立
て
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
水
洗
化
普
及
率
も
五
〇
％
を
越
え
、
。

大
手
織
物
工
場
等
の
大
部
分
も
接
鱈

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
。

を
完
了
し
市
錦
を
流
れ
る
中
諜

川
、
榎
川
、
大
堰
等
は
以
前
の
よ
う
な
口

染
色
排
水
に
よ
る
変
色
は
少
な
く
な
。

　
り
、
と
て
も
清
潔
に
な
り
ま
し
た
。
。

　
　
こ
の
よ
う
に
下
水
道
に
よ
る
効
果
。

が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
が
地
域
全
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
体
が
継
ぎ
込
ま
な
い
と
効
果
は
一
〇
目

　
○
％
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
。

　
　
市
で
は
今
年
度
の
普
及
率
八
○
％
。

　
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
・
。

　
　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

す
。
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
由
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
鯉
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
加
　
　
　
　
　
。

期
　
　
鷲
　
　
　
　
　
。

時
　
　
　
続
　
　
　
　
　
　
。

灘
　
　
磯
　
　
　
　
。

吻
　
　
馳
　
　
　
　
。

道
　
　
　
期
　
　
　
　
　
　
。

林
　
　
翻
　
　
　
　
　
。

②
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
。

義務期間に
接続できる

義務期間に
接続できない 無回答 計

676 439 99 1，214

56　　％ 36　　％ 8　　％

家の改築 85
　％
19．4

他人の土地を通る
承諾が得られない 13 3．0

家をとりこわす 24 5．5 資金のめどが全く
たたない 191 43．5

借家　家主（地主）
がやらない 22 5．0 生活扶助世帯 7 1．6

借家だが　家主の
承諾が得ちれない 3 0．7 公共事業で家を移

転 2 0．4

係争中である 10 2．3 その他 69 15．7

共同の工事で話が
すすまない 13 2．9 計 439

史
0
0
0
0
0
0
0
唾
0
0
唾
ロ
ロ
ロ
0
0
0
0
0
0
面
0
』
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鰍
．
聡

諺
饗
謬

曲懸　

わ
の

　21世紀は社会教育の
れています。あなたと

ために、秋もどうぞ公

時です。錘醗i鑛i鎚1灘羅罎羅轟i灘鶴饗薩懸

家
庭
教
育
学
級

ゆ
れ
る
心
・
思
春
期
を
考
え
る
！

　
思
春
期
は
、
自
立
へ
の
第
一
歩
で

　
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
は
ゆ
れ
動
き
、

ま
わ
り
か
ら
の
し
っ
か
り
と
し
た
手

を
待
っ
て
い
ま
す
。
自
立
が
横
道
に

そ
れ
る
と
非
行
と
な
り
ま
す
が
、
そ

　
の
原
因
は
大
人
た
ち
の
模
倣
に
あ
る

よ
う
で
す
。
　
　
で
は
、
親
た
ち
は

ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

　
こ
の
学
級
は
、
思
春
期
を
間
近
に

　
ひ
か
え
た
子
を
も
つ
親
た
ち
の
た
め

に
開
設
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

①
％
㈲
性
の
め
ざ
め
ω
（
男
と
女
）

羅
繋
諜
器
器
羅
難
難
難
羅
黙
馨
羅
繋
・

明
日
の
親
の
た
め
の
学
級

雛
讐
難
鰹

②
％
㈲
性
の
め
ざ
め
ω
（
性
文
化
）

0
％
㈲
学
校
教
育
の
問
題
点

④
％
困
心
を
育
て
る
ω
（
家
庭
ほ
か
）

0
％
困
心
を
育
て
る
ω
（
遊
び
ほ
か
）

⑥
％
㈲
心
を
育
て
る
⑥
（
読
書
ほ
か
）

⑦
％
㈲
親
ば
な
れ
の
始
ま
り

⑧
％
㈲
親
の
自
立
を
考
え
る
ω

⑨
％
㈲
親
の
自
立
を
考
え
る
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

膿
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親

騨
　
　
　
　
　
　
　
　
の

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

灘
　
　
　
　
　
　
　
明

篁
　
　
　
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨

赤
ち
ゃ
ん
の
明
日
の
た
め
に
！

は
民

者
公
も
特
権
で
も
あ
り
ま
せ
ん
．

望
に
会
に
男
性
か
ら
も
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ

希
で
き
・
親
と
し
て
の
自
覚
を
学
ん
で
・

　
　
　
お
二
人
の
生
活
設
計
を
立
て
て
い
た

　
最
近
は
核
家
族
が
ふ
え
、
子
育
て

が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
失
敗
す
る
と
、

や
が
て
そ
の
ッ
ケ
が
自
分
た
ち
に
ま

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
　
「
明
日
の
親
の
た
め
の
学

級
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
は
、
女
性
だ
け
の
義
務
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
機

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
％
㈲
結
婚
・
育
児
、
私
の
体
験

②
％
㈲
産
む
自
由
・

　
　
　
　
　
産
ま
な
い
自
由

③
％
㈲
親
に
な
る
期
待
と
不
安
ω

④
％
㈱
親
に
な
る
期
待
と
不
安
ω

⑤
％
㈲
か
か
り
や
す
い

　
　
　
　
　
病
気
と
予
防

⑥
％
㈱
○
～
三
歳
の
発
達
特
徴
ω

⑦
％
㈱
○
～
三
歳
の
発
達
特
徴
㈹

⑧
％
㈲
子
育
て
、
父
母
の
役
割

⑨
％
㈲
家
庭
内
の
人
間
関
係

暴
、
　
　
　
　
　
　
　
　
難

轍
　
崔
椰
。

囎
る
　
繧
阿
す

　
て
6
響

、
誘
艦
ゆ

　
嵩
騒
嘘

麟囎γ
日
本
縮
新
し
い

灘
　
美
術
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写

撒
真

轍
＊
出
品
料
　
一
般
・
七
〇
〇
円

　
高
校
生
以
下
・
五
〇
〇
円
　
　
（
各

　
部
と
も
一
点
に
つ
き
）

　
＊
搬
入
　
九
月
二
十
七
日
㈲
午
前
九

　
時
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
に

　
公
民
館
へ
。

　
＊
審
査
　
九
月
二
十
九
日
㈹
午
後
一

　
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で
公
民
館
で
。

　
＊
作
品
指
導
　
審
査
後
か
ら
午
後
五

　
時
三
十
分
ま
で
。

　
＊
展
示
　
十
月
四
・
五
・
六
日
（
金
・

　
土
・
日
）
、
公
民
館
で
。

　
＊
授
賞
　
市
展
賞
・
三
万
円
　
奨
励

　
賞
二
万
四
、
○
○
○
円
佳
作 羅

雌
瀬
藩
鰍
馨
響
繧
雛
翻
繊
総
襲
難
灘
莚
灘
畑
簾
鍛
皿
醤
羅
鞭
　
灘
羅
霧
醤
瞬
瑠
難
叢
藩
麟

．
叢
擁
ノ

昨年度の作品指導の一コマ

一

　
　
今
年
度
市
展
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
（
片
桐
将
雄
氏
制
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
賞
．
四
、
○
○
○
円
（
各
部
と
も
）
灘

＊
そ
の
他
　
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
灘

　
覧
く
だ
さ
い
。
希
望
者
に
は
郵
送
灘

し
ま
す
・
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
轡
㊧
㊨
　
　
繍

瀬
木
慎
一
（
日
本
画
・
洋
画
・
新
し
騰

　
い
美
術
）
　
芸
大
講
師
、
総
合
美

　
術
研
究
所
長
。
著
書
「
画
狂
人
北

　
斎
」
「
現
代
美
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」

　
「
芸
術
の
日
本
」
な
ど
多
数
。

久
保
尋
二
（
彫
塑
・
工
芸
）
　
新
大

　
教
授
。
新
潟
日
報
文
化
賞
受
賞
、

　
著
書
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

　
ン
チ
研
究
」
　
「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ

　
サ
ン
ス
」
な
ど
多
数
。

坂
井
清
風
（
書
道
）
　
毎
日
展
会
員
、

　
奎
星
会
同
人
、
毛
毬
会
総
務
、
県

　
書
道
協
会
理
事
。
毎
日
書
道
展
秀

　
作
賞
、
奎
星
賞
等
受
賞
。

梶
原
高
男
（
写
真
）
　
日
本
カ
メ
ラ

　
編
集
長
。
「
人
間
の
条
件
」
　
「
切
㎜

　
腹
」
な
ど
の
映
画
ス
チ
ー
ル
も
手
熊

　
が
け
、
　
「
切
腹
」
で
キ
ネ
マ
旬
報
㈱

年
度
墓
賞
、
個
展
数
回
。
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
羅
羅
㌦

一
■

1
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．＿＿＿二⊥⊥一⊥＿＿．．

　　　　　スポーッ健康都市宣言

　〉K楽しもうスポー・ツ〉K

　　　※つくろう健康〉く

●総合体育館（体育課）蔑李腹317

　　　　　　　　　　　学校町1●市民体育館　　智57＿5208

魎）魚薦、奮補1禰備講”1，

期日 行　事　名 会　場

1（日） 夏季バドミントン大会 十日町中
市バドミントン

協　　会

1（日）

～
秋季野球選手権大会

市　　営
笹山野球場ほか

市野球連盟

8（日）

第4回
壮年ソフトボール大会

信濃川運動公園

サッカーコートほか
市教育委員会

バレーボール
市内男女混合9人制大会

市民体育館
市バレーポル

協　　会

9（月）

～
秋季柔道教室開講 武道館 市柔道協会

15（日）

軟式庭球
第12回孫六杯選手権大会

信濃川運動公園

テニスコート
市軟庭連

軟式庭球
第2回孫六杯レディース大会

信濃川運動公園

テニスコート
市軟庭連

県高段者大会 総合体育館 市剣道協会

21（土）

22（日）

空手
北信越国体選手強化合宿 武道館 市空手協会

22（日） 第24回県下柔道大会 総合体育館 市柔道協会

27㈹
28（土）

市内
婦人9人制秋季大会

総合体育館
市バレーボール

協　　会

29（日） 第19回
県空手道選手権大会

総合体育館 市空手協会

29（日）

30（月）

野球第39回
新潟県知事杯県大会

市　　営
笹山野球場

市野球連盟

未定 健脚サイクリング 未　　定
市サイクリング

協　　会

難

叢

十日町体力つくりスイミングスクール

　　　　◆9月9日⑳いよいよオープン

　　鐵◆レッスン開始は9月15日から

　　　　　　　　　　　◆仮設事務所

　　　　　　　　　　　　　　総合体育館内　盈57－4109

一②一●一⑫一〇一⑫一㊥一⑲一㊥ト⑳一

◆日　時　9月12日・13日（木・金）

　午後2時～3時50分（定員：100人）

　午後4時～5時50分（定員：100人）

　午後6時～7時50分（定員：80人）

◆対象
　3歳以上（5歳未満は父兄同伴）。

　なお、午後6時～7時50分の15歳未満

　の人も父兄同伴でお願いします。

※各時間とも、先着順で定員にな章）次第に締め切らせていただきます。

票藪琳馨．．．

　⑭準決勝　新座A10－7アブシマファイターズ

　　　　　東　部14－0西小1区A

　⑭決勝東部9－1新座A
馨　　8月2日から4日にわた｝）、36チームによる

　好試合が展開されました。
襲

　　総合体育館翻溺の皆さんへ
　

1　8月31日から9月8日までの間。新潟

懸県青年平和文化祭の会場となるため。全
　

馨館利用できません。ご協力ください。

難

優勝旗を手にする東部チーム

　　市民プー鎌闘揚き』、藩髪

　市民プールは、8月31日午前中をもっ

て、今年の営業を終了します。

　多くのご利用ありがとうございました。

9月の体育施設無料開放日は28日仕）です
　　　　　◆申し込み・受け付け　9／2（月）～14仕）

美術の秋に聯難騨別展認
広重の傑鵜鞭盤＋三次展一

　歌川広重の風景画

の最高傑作である

『東海道五十三次』

（新潟県美術博物館

収蔵）55点と、写真

家・山内住夫氏の撮

影による現在の『東

海道五十三次』およ
縁

び葛飾北斎の『富嶽三十六景のうち遠江山中』1点をあわ

せて公開します。

△期日　9月1日（日）～5日（木）

△時間　午前9時～午後6時30分

　　　　　　　（5日は午後4時まで）

△会場　市博物館（西本町1盈5ト5531）

　一入場料一　・大人　200円　・高校生、博物館友の会会

　　　　　　員　100円　・中学生以下　無料

　　　　　　学習会のお誘い

◆9月7日（土）午後1時30分～3時　◆市博物館

◆テーマ　鈴木牧之　～雪国の風土と文化～

一講師一　佐藤実先生　（県立小千谷西高校教諭）

　主な著書：「校註北越雪譜」　「北越雪譜の思想」

　　　　　　「鈴木牧之全集」

※資料　講師執筆の生涯教育双書「鈴木牧之」を、当日100円

　　　でおわけします。

　　　　一主　催　博物館友の会・市博物館

　　参加しよう「青年博’851Nにいがた」』

◆日　時　10月13日（日）◆会　場　万代シティ（新潟市万代1）

◆応募資格　青少年を主体とする団体、グループ、サークル

◆応募方法　9月10日（当日必着）までに、国際青年の年新潟県推進

　協議会（〒950新潟市新光町4の1　智0252－85－5511）へ。

＊詳細は、青少年ホーム（智57－8918）へ。

語
垂

市報7月25日号・5面の「資料をさがしています」の勤労奉

仕の写真説明の昭和21年は、昭和15・16年の誤りでした。
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犬の登録と狂犬病予防注射

の追加実施のお知らせ

狂犬病予防注射は今まで

年2回必要でしたが、今年

度から年1回で済むように

なり春（4月）に実施しま

した。

春の予防注射を受けなか

った犬のために、今年度に

乱
・

l
l
I
I
I
纏

8
ロ

：

i智ラレ旛影暢唖陛翼智
ロ

：　　電報電話局ではテレホンサービスを行
ロ

：　っています。あなたも一度ダイヤルを。
口

き　「妻有の味」智57－0200

り　　％～％　南ばんしょう油

と　　　％～％　秋なすの丸煮

　　％～％アマヤり

　　％～％　叩きごぼうの焼味噌あえ

　　　　　　　　　　　　　　　線　　　限りつぎのとおり追加実施します。
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　春に注射をしなかった犬、または春の　：

　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　注射以降に生後3カ月以上になった犬を　：

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　飼っている人は忘れずにおいでください。1

　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　：
1一一一一一一一一きりとり線一一一一一一一一一一！

　　　　　　　　　　　　　　　嚢
　　　　危険物取扱者試験　　1
　　　　　　　　　　　　　　　…i
　　　試験の種類　甲、乙、丙種　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験期日および試験会場　10月18日（県　嚢

　　　　下4会場）　11月14日（3会場）　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　難
　　　　聴跡会場）昭和61年3月14鑑

　　　※詳細は消防署（85H555）または県1

　　　　消防防災課（盈0252－85－5511）へ。　1

月　　日 時　　間 会　　場

9月11日

（水）

9：30～10：10 津南町役場
10：30～11：10 中里村保健センター

13：30～14：30 十日町保健所

14：45～15：15 川西町総合センター

「妻有の歴史」智57－1000

8月　中条の武将大井田氏

9月　十日町に過ぎたるもの

ゆ翻嬢蒙ず＊ゆずっ雇《懸盛雛

　　◆8月15日までの受付分
（希望者は市・商工課内消費者協会費57－3111㊥230へ）

新潟県職員採用試験（中・初級）

●第1次試験日　10月13日（日）

●受付期間　9月2日（月）～9月20日㈲

●試験地

　中級……新潟市

　初級……新潟市・長岡市・上越市・

　　　　佐和田町
●職種・採用人員

　中級……司書（2人程度）・診療放

　　　射線技師（5人程度）
　初級……一般事務（若干名）・警察

　　　事務（6人程度）・交通巡
　　　視員（2人程度）
※受験案内、受験申し込み用紙は新潟県

人事委員会事務局（費0252－85－5511

⑧3584、3585）および十日町財務事務

所（a57－5511）にあります。

　危険物取扱者試験　　く

　準備講習会を開催
対象者　乙種第4類危険物取扱者試験受

　　験者
期日・会場　9月20・21日（クロス10）

申し込み期問　9月6日～9月13日
※詳細は消防署（奮57－1555）へ。

◎ゆザ‘，まず
品　　　名 規　格 希望価格

自 動　車1，600cc 50年式トヨタコロナ 35，000円

自 転 車 24　イ　ン　チ 相談で
自転車（3ヵ月使用） 24インチ（青） 10，000円

自 転 車 26イ　ン　チ 7，500円

工 レ　ク　ト　ー　ン 相談で
冷蔵庫　（2ドア） 3年使用 〃

大学入試用テキスト（カセット付） 英語・国語 100，000円

ガス風呂釜（団地用） 1．5　人　　用 相談で
シングルベッ　ト 〃

電子レジスター ナショナル 45，000円
ノぐ ソ　　　コ ン 東芝MSX 相談で
歩 行 器 ピ　　ン　　ク 無　　料

自 転 車 婦　　人　用 相談で
ノ薗 イ ク ホンダリード80 98，000円

オリンパス　OM－1 標・広・望付 88，000円
ミノルタ8ミリ撮影機 ズ　ー　ム　6 48，000円

◎ゆ雀φ驚｛躍毒糖

品　　　名 規　格 希望価格

自 転　車（男子用） 小学校2・3年用 相談で
自 転　車（男子用） 2　歳　用 〃

自 転　車（男子用） 16　イ　ン　チ 〃

自 転 車 ドロップハンドル
27　イ　　ン　　チ

5．000円～
10000円

スタンドピアノ 相談で
糸 ネ　　リ 釜 〃

羅

嚢
嚢

．
難
聾
難
縷
　
難

トイレファンの販売員に

　ご注意を〃
最近、東北電力の社員であるかの

ような口振り、服装でトイレファン

を半強制的に取り付けていく訪問販

売員が出没しています。

東北電力では、電気製品の販売は

一切していませんので、このような

販売員にはご注意ください。

　東北電力十日町営業所

　　作業停電
◆9月3日（火）午後1時30分～5時　名

ケ山の全部　◆9月11日㈱　午前8時～

正午　安養寺の全部　午後1時30分～4

時30分　姿1の一部　◆9月13日㈹　午

前9時～正午　中条島、峠、北原の各一

蕪　部　中条新甲の全部

嚢
驚
叢
察
畿
の
県
境
に
位
置
し
て
糖

鞍
雛
盤
懸
・
欝
糖
殺
繋
幽
辮
辮
が
鑑
、
　
論
ハ
潟
”
ほ

瀞
縫
欝
の
鍛
建
鞍
っ
羅
高
橋
購
蓬
さ

瀧
饗
㎜
華
叢
歳
）
饗
叢
、
爽
の
正
心

灘
欝
燕
叢
騰
驚
歳
）
懲
．
逡
動
箪
会

整
鑑
勤
務
。

糞
園
隼
繭
、
鑑
一
惑
溝
が
菓
蒙
の
会

整
麓
戴
整
態
灘
逡
き
の
一
集
銑
輩
だ

鰻
盤
の
雛
購
涯
懸
轟
。
謬
靭
め
の
毒
ち

灘
雛
弟
の
議
覇
毅
交
際
懸
し
蓬
が
、

鵬
蓼
⑳
諜
擁
か
引
幾
張
捲
麓
て
騰

叢
機
驚
壕
選
簾
顔
驚
話
蓬
癒
く
擬
㎜

諜
馨
驚
。

　
灘
－
繋
縁
購
つ
癒
獲
｝
懇
ん
が

邊
羅
麟
み
懸
、
真
冬
雛
駅
前
饗
蕊

欝
闘
強
徳
だ
慈
燕
蕎
灘
お
愚
あ
強

瀧
遷
懸
。
　
類
食
事
を
す
る
謹
機
擁

嬢
難
《
嚢
っ
難
み
だ
糖
懸
す
諮

選
獲
一
蓬
癒
離
奥
の
手
（
2
）
を

蓬
鱗
灘
繊
老
教
戴
慧
く
れ
ま
し
走
。

嚢
購
涯
さ
灘
が
生
蒙
れ
育
っ
た
棄

灘
幽
嚇
は
．
多
摩
潮
潅
狭
鋤
湖
が

奮
羅
近
く
縫
あ
る
風
光
明
媚
な
蕨

十噸町の

義に

　　　なりま’した
目寿驚4

難購議融ら一〔60〕

で
、
急
速
に
新
興
住
宅
が
増
え
て
き

た
人
口
十
二
万
都
市
。
実
家
は
、
梨
．

栗
、
野
菜
な
ど
を
作
る
專
業
農
家
。

　
「
東
⊥
鼠
か
ら
の
旬
の
味
を
楽
し
み
雄

し
誕
い
る
ん
で
す
に
と
お
二
人
さ
ん
。

★
「
八
箇
峠
を
越
え
な
が
ら
、
す
謬
い

山
地
だ
な
あ
と
感
慧
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
十
臼
町
に
入
る
と
意
外
に
都

会
な
の
で
ビ
ッ
ク
》
し
ま
し
た
ヒ
畿

晴
注
さ
ん
。
　
η
飲
み
屋
さ
ん
が
多
聴

の
に
も
驚
き
ま
し
た
」

★
お
二
人
の
趣
味
ほ
ス
鋳
1
。
　
類
結

婚
繭
か
ち
、
会
糧
の
岡
僚
灘
鶏
蓬
梅

度
轟
新
潟
馨
滑
爆
緯
筆
蒙
蔭
難
．
羅

度
縁
地
死
奮
の
癒
冬
が
楽
し
議
饗
灘
藤

と
霞
を
輝
嬢
懸
る
購
症
き
ん
。
夏
蒸

辮
i
の
経
験
趨
あ
る
そ
う
懸
奮
。
鰭

々
は
．
お
議
人
癒
講
滋
ス
愚
楽
襲
懸

健
康
カ
ッ
プ
灘
。

　
符
素
直
警
明
る
縢
、
理
想
的
な
お

嫁
さ
ん
で
す
鳳
と
謹
家
族
の
皆
§
ん
。

そ
じ
羅
、
一
田
も
皐
い
叢
機
誕
塗
を

心
待
ち
に
し
て
鱒
る
署
様
畢
饗
態
驚
、

7と劣ガ夢3誘切5ぜ瓶昭和60年8月25日



犬の登録・注射申込書

町　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

夫の年齢 年　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　・　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　・　中　・　小

「
－
：
：
：
－
：
－
：
：
：
：
－
き
り
と
り
線
：
－
：
：
：
－
：
－
－
：
：
－
－
－
－
：

　
　
　
　
　
　
　
　
麻
し
ん
（
は
し
か
）

、
　
　
　
予
防
接
種
を
実
施

上

　
は
し
か
は
だ
れ
も
が
か
か
る
病
気

と
さ
れ
て
お
り
、
重
い
肺
炎
や
脳
炎

を
併
発
し
や
す
い
の
で
油
断
で
き
な

い
病
気
で
す
。

　
市
で
は
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
十
月
に
市

内
九
医
療
機
関
で
個
別
接
種
を
実
施

し
ま
す
が
、
そ
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
　
①
昭
和
五
十
八
年
四

月
二
日
～
五
十
九
年
四
月
一
日
の
間

に
生
ま
れ
た
人
。
②
昭
和
五
十
四
年

十
一
月
一
日
～
五
十
八
年
四
月
一
日

の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
未
接
種
の
人
。

受
付
　
九
月
二
日
（
月
）
～
六
日
（
金
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
a
五
七

－
三
一
一
一
㊥
五
〇
二
・
五
〇
三
）

接
種
料
金
　
一
、
二
〇
〇
円

　
接
種
料
金
は
申
し
込
み
時
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
生
活
保
護
世
帯

　Nα

　対象となる犬　生後3ヵ月以上の犬
　持参するもの　（1〉…この申込書

　　　　　　　　（2）…印鑑

　　　　　　　　（3）…料　金

　料金表　登　録　料…………2，100円
　　　　　済票交付手数料………400円
　　　　　注　射　料…・…・・…2，200円

　　　　　　　計　　　　　　4，700円
　※つり銭のいらないようご用意ください。

一一一一一一一一一一一一きりとり線”一一”一””””

は
無
料
で
す
）

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
・

印
鑑

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
①
今
ま

で
に
は
し
か
に
か
か
っ
た
人
と
予
防

接
種
を
受
け
た
人
。
②
鶏
卵
、
カ
ナ

マ
イ
シ
ン
、
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
に

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
。
③
接
種
前

一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
の
症
状
を
起

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人
。

　
※
は
し
か
予
防
接
種
希
望
者
は
、

十
月
実
施
予
定
の
ポ
リ
生
ワ
ク
投
与

を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
接

種
後
は
、
一
ヵ
月
間
は
他
の
予
防
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
健
診
を
受
け
て

　
　
ボ
ク
も
満
足

住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
循
環
器
健
診
）
日
程

翻
　
日

愛
徹
蒔
閥

会
　
　
　
場

対
象
鱗
　
薩

籔
漏
β
厨
鐡

午
』
剛
9
時
3
0
分

～
午
ル
削
1
0
時
3
0
分

飯
塚
洲
司
氏
宅

中
在
家
、
水
沢
市
之
沢

午
前
1
0
時
4
5
分

～
午
些
則
H
時
3
0
分

当
間
冬
期
分
校

当
間

午
後
－
時

～
午
後
2
時

大
石
冬
期
分
校

大
石

午
後
2
時
1
5
分

～
午
後
2
時
4
5
分

南
雲
冬
期
分
校

南
雲

　
　
》

2
漏
奪
鐵
編

午
』
剛
9
時
3
0
分

～
午
』
剛
n
時
3
0
分

姿
　
公
　
民
　
館

姿
1
・
2
、
安
養
寺

午
後
－
時

～
午
後
1
時
3
0
分

老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

幸
町

午
甚
則
1
0
時

～
午
幽
剛
n
時
3
0
分

太
田
島
公
会
堂

太
田
島
㈹

勲
麹
麹
母
㈱

午
後
－
時

～
午
後
3
時

伊
達
公
会
堂

伊
達
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
些
則
1
1
時
3
0
分

大
黒
沢
集
会
場

大
黒
沢
㈹
、
小
黒
沢

9
月
鍛
欝
㈱

午
後
－
時

～
午
後
2
時
3
0
分

新
宮
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

新
宮
㈹

翁
潟
鋸
欝
㈹

午
甚
剛
1
0
時

～
午
晶
剛
n
時
3
0
分

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田
地
区
未
受
診
者

午
後
－
時

～
午
後
2
時

馬
場
小
学
校
水
沢
㈹
、
馬
場
園
、
地
区
未
受
診
者

午
後
2
時
1
5
分

～
午
後
3
時
1
5
分

水
沢
中
学
校
水
沢
地
区
（
右
記
を
除
く
）
未
受
診
者

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
3
5
歳
以
上
の
人
（
四
月
一
日
現
在
）
は
、
検
尿
・
血
圧
測
定
後
に
レ
ン
ト

　
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
循
環
器
健
診
（
検
尿
・
血
圧
測
定
）
の
受
診
者
は
、
一
〇
〇
円
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
住
民

　
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

※
該
当
日
に
都
合
の
悪
い
人
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
人
で
、
会
社
な
ど
で
健

　
康
診
断
を
受
け
な
い
人
は
、
都
合
の
つ
く
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
僻
鶉
離
鋸
健
康
…
診
査
日
程

事
業
名

期
欝

受
付
時
閥

対
象
児

会
　
　
場

2
歳
箆
健
診

9
鍔
”
4
環

　
（
水
）

蓄
後
墨
蒔

　
～
馨
時

留
年
3
月

墾
れ
の
兇

保
健
セ
ン
ダ
ー

生
歳
β
豹
月

箆
健
　
診

9
月
欝
霞

　
（
金
）

午
後
垂
蒔

　
～
盤
時

弱
年
3
月

生
れ
の
児

4
力
罵
児
健

診
並
び
に

脊
晃
学
級

9
月
肪
縫

　
（
水
）

集
後
歪
蒔

　
～
霊
時
罰
分

6の

年
§
月

盤
れ
の
驚

憩
ヵ
月
児

身
体
測
定

9
月
欝
霞

　
（
金
）

午
後
璽
時

　
～
馨
時

59

年
鍛
漏

生
れ
の
児

（
該
当
外
で
も
希

望
の
あ
る
箆
）

お
婁
繋
縮
騰
織
羅
畿
礪
健
繋
り
蒙
す
か
ら

　　酒害樵談顯麟知らせ
酒に関して悩みをお持ちの人は気軽においで

ください。　日時　9月10日（火）午後1時

30分～3時　会場　保健センター　申し込み

期限　9月7日仕）まで　申し込み問い合わせ

先　市・保健衛生課（費57－3111㊥503）へ。

相談は無料、秘密厳守。

あし歯のないよい歯の子
　　（8月の3歳児健診を受けた子42人）

●
日
時
　
毎
週
火
・
水
曜
日
　
午
前

九
時
半
～
十
一
時
　
●
場
所
　
市
保

健
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
　
自
分
で
通

所
で
き
る
人
、
ま
た
は
家
族
が
送
迎

で
き
る
人
。
●
問
い
合
わ
せ
先
　
市
・

保
健
衛
生
課
（
盈
五
七
－
三
一
一
一

㊥
五
〇
三
）
へ
。

　
　
　
3
1
1
1
6
8
8
4
9

　
　
　
0
1
8
6
7
1
1
7
6

　
　
　
の
　
コ
ェ
　
　
　

　
　
　
り
な
　
の
　
　
の
　

ま
エ
　
む
　

　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
卜
肝
匠
卜
ト
び
ト
ト
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

急
麿
麿
麿
麿
麿
麿
麿
麿
麿

救
勘
村
－
町
東
町
原
中
町

日
サ
晒
轟
西
町
明

休
牒
中
本
津
西
川
北
袋
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
院
院
院
院
院
院
院
院
院

線
罐
麗
灘
罐
躯

　
　
　
山
上
池
津
至
第
中
山
富

十
昨
　
昨
　
陥
醐
昨
醐
陥

　
　
　
1
　
　
8
　
　
1
5
1
6
2
2
2
3
2
9

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
リ
パ
ビ
リ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
、

9月の献血車日程

6日㈹　根茂織物㈱（午前10時～午後3時）

9日（月）商工福祉会館（午前10時～午後4時）

12日㈲　十日町保健所（午前10時～午後3時）

22日（日）立正佼成会（午前10時～午後3時）

28日（土）沢乃井酒店（午前10時～午後4時）

明目といわず今献血を

8


